
国 県 起 債 そ の 他 一般財源

157,691 157,691

　[事業の目的]

　[事業の内容]

　[これまでの関連する取組み]

　[今後の取り組み]

令和２年度当初予算債務負担行為の概要

事 業 名 担 当 課

射撃場管理運営費 農政企画課

　鳥取クレー射撃場下流部のため池（切立池）の鉛汚染汚泥除去、処分
○浚渫量　　８８４ｍ３

　昭和５８年に整備された鳥取クレー射撃場は、鉛汚染の問題もあり、平成２０年には一旦休止となっていた。
　以前から周辺の水質検査を実施し、生活圏での環境基準値を超えることはないものの、平成２８年度の再整備の
際、環境への影響を危惧し、鉛弾の飛散防止と、周辺の汚染土壌を除去するよう、地元集落からも要請を受けてい
る。

　出水期の工事は、下流への汚染土壌の流出が懸念され、また、工事区域は射撃場の危険区域内であるため、出
水期及び射撃場の特に利用が多い９月、１０月の工事は行わない。そのため、債務負担行為により、工期を２年間
と設定し、工事の連続性の確保と、迅速な汚染土壌撤去を図る。
　予定されるスケジュールは次のとおり。
　１）令和２年１１月：工事着手
　2）令和２年１１月～令和３年３月：排水溝設置等、仮設工
　3）令和３年３月～令和３年６月：浚渫工
　4）令和３年５月～令和３年８月：搬出、処分

[単位：千円]

限 度 額 期 間
財 源 内 訳

　鳥取クレー射撃場下流部のため池（切立池）の汚泥には、平成28年度の再整備前からの散弾銃の鉛弾による、
環境基準値を超える鉛成分が検出されている。周辺の生活環境等への影響を防止するため、汚泥除去を行う。
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